
「先進企業の特許に学ぶ」

【NFCを用いたスマホロック解除】 

【複数のロボットに対するタスク割り当て】

【危険物質搬送監視システム】

【メッセージペイメント】

【忘れ物防止システム】

【センサを用いた通信システム】

【レシート情報を用いた広告提供方法】

【動画に対する感情評価システム 】

【ウェアラブルなセンサーの関連づけによる装置の自動ログイン】



【NFCを用いたスマホロック解除】

Google
US8478195
出願2012年2月17日
登録2013年7月2日

0701
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NFCを用いてスマホのロック解除を行う技術

身につけるものキーホルダー、財布、カード、アクセサリ、時計等

これらにシールを貼り付けても良い

無線タグが内蔵されている
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無線タグが内蔵されたカードと、デバイス
(スマホなど)とを関連づける処理を行う

カードをスマホにかざし、タグＩＤを読み
取る

タグＩＤはスマホのメモリに記憶される
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スマホのロック解除に利用

スマホにパスワード入力

カードをスマホにかざす

スマホに取り込んだタグＩＤと、カー
ドのタグＩＤが一致すればスマホの
ロック解除

不一致の場合、ロック維持
離れた場合、ロック
ロック以外にアプリの起動/不起動を
行っても良い。

決済アプリは、カードを必須とする

Android5.0スマートロック機能
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【複数のロボットに対するタスク割り当て】

Google
US9008839
登録  2015年4月14日
出願  2013年2月3日

0702
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複数のロボットに対し、タスクを適切に割り当てるシステム
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サーバは、各タスクを複数のロボットでシェアさせる

タスクの分配は、ロボットのヘルスレベルに基づき決定する

ヘルスレベル・・次回メンテナンスまでの期間
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ヘルスレベルが高いロボットに重要タスクが割り当てられる。

ロボット704には、高い正確性が要求されるタスクXが割り当て
られる。製品の組み立て作業など。

ロボット702は降格させられる。
正確性が要求されないタスク708が割り当てられる。
(故障品の搬送等)
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各ロボットはデータベース606にタスク
ログ、ステータス（処理能力）等を送信
する

サーバ608はタスクを取得し、ロボット
のヘルスレベル及びロボットのステータ
スに応じて割り当てる

ロボットはタスクの完了情報、タスクの
進行状況を送信する

ユーザはタブレットで確認可能
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【危険物質搬送監視システム】

Google
US8410907
出願2012年5月12日
登録2013年4月2日

0703
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複数のセンサを用いて危険物を搬送する移動体を監視するシステム
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個別に取り外し可能なRSI(リモートセンサイ
ンターフェース)100、ゲートウェイ104をコ
ンテナに取り付ける

センサ110からの異常信号をRSIが受信する

RSI100は異常信号をゲートウェイ104へ出力
する

ゲートウェイ104は公衆回線により異常信号
を送信、通信が不安定なエリアでは衛星通信
に切り替える

太陽電池で充電可能
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列車、トレーラ、船舶への適用

各車両に複数のRSIを取り付ける

列車がゲートウェイを通過する度に
各列車、各車両の情報を収集

一つの列車の車両に取り付けられた
RSIは相互に連携する

リレー式に情報を送信する

他の列車のRSIとは連携しない仕組み
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【メッセージペイメント】

Google
US8662384
出願日2006年2月28日
登録日2014年3月4日

0704
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スマホを用いて簡易に決済を可能
とするGPayシステム
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店舗側はGpayに登録する
店舗の位置情報も登録しておく

客：Gpayに登録しておく

購入時：客が、スマホに購入金額を
入力して、サーバに送信

その際GPSによる位置情報もあわせ
て送信

サーバは位置情報から店舗を特定
店舗及び金額を最終確認

店舗側に購入金額通知

店舗側が了承することで支払い手続
き完了
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支払い一覧が表示

相手方、日時、金額がGpayシステムで確認できる。

個人商店、店頭販売等の簡易決済システムとして利用可能
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【忘れ物防止システム】

Google
US8810392
出願日2011年2月2日
登録日2014年8月19日

0705
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身の回りの物にＩＣタグを取り付け、スマホを用いて管理、警告するシステム

同種の対象物については少なくとも一つ所持が確認されれば警告しない

ベルト等、当日の服装に合ったベルトがされていれば警告しない
ベルト自体を忘れていると警告
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読書用眼鏡、鍵、財布、ＰＣ等に無線タ
グを取り付ける
（ブルートゥースチップでも良い）

スマホには無線タグリーダを取り付ける

スマホと対象物と紐付ける

距離、捜索周期を設定可能

非検出の場合、警告

一定時間存在しない場合警告

所定位置(玄関など)で存在しない場合
警告
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場所を設定することも可能

例えば冷蔵庫のビールの個数を管
理することが可能

学習モード機能：
ビール8本→残り2本になるとユー
ザは6本買い足す特性がある

残り2本になった時点で、警告

時間を設定することも可能

AM8時に仕事をする予定(スケジューラ)

AM7時55分～8時5分眼鏡を監視する

同時間帯に存在しない場合に警告
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その他、スマホのセンサ、情報を活用
して適切な警告

天気情報から少なくとも一つの傘、手
袋等を警告

カレンダを利用し平日、週末で持ち物
を切り替える

週末はＰＣ持参不要
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【センサを用いた通信システム】

Google
US8625575
出願日2011年12月8日
登録日2014年1月7日

0706
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分散配置された中間センサを用いて最終センサと通信を行うシステム
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都市部に分散されているセンサを
活用する

PC・スマホから目的となるセンサ
に問い合わせを行う

分散配置されているセンサを通じ
てパケットを送信する

センサ：温度計、監視カメラ、
GPS、駐車場空き/満車センサ、
コーヒーショップの空席確認セン
サ、街灯等
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負荷の少ないセンサを選択する

スタートセンサから最終センサまでの間の
中間センサをランダムに複数選択する

各ルートのパケット負荷を計測

負荷の少ない中間センサを選択（または
一定パケット数以下の中間センサを選択）

負荷の少ないセンサルートで通信する
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【レシート情報を用いた広告提供方法】

Google
US20140067533
出願日2013年10月8日
公開日2014年3月6日

0707
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電子メール内のレシート情報をスキャンし、ユーザ
の購買特性に応じた広告を提供する方法
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アマゾン、楽天、旅行サイト等の
オンラインショッピングサイトで
購入すると、購入確認メールが
ユーザに届く

購入情報（レシート情報）をス
キャンする

©︎河野特許事務所/日本IT特許組合 30



レシート情報からユーザプロ
フィールを生成する

プロフィール2(5)
広告分類と、基準を決定

広告分類・・・コーヒー、衣
料、本、食品など

基準・・・購入金額、支払い
方法、配送方法、位置情報、
販売者等

分類、基準に応じて最適な広
告を提供する
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購入時に送信される確認メールに過去の購入履歴に応じた広告
が選択されて表示される
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各オンラインショップで購入
した履歴が表示される

その際、横側に広告が表示さ
れる。

ユーザは各オンラインショッ
プからそれぞれ送信される
ターゲットメールに悩まされ
なくなる

Gmailで一括して広告を最適
化する仕組み
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【動画に対する感情評価システム】

Google
US20140207797
出願2014年3月17日

0708
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配信動画に対する評価の一つとして視聴者
の感情を収集するアイデア

コンテンツを配信する
ユーザのスマホに動画が表示される

ユーザは感情入力部に動画に対する感情
を入力する

左側210・・ポジティブ感情入力
右側212・・ネガティブ感情入力
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左側210・・ポジティブ感情入力
右側212・・ネガティブ感情入力

その他の感情でも良い
（怖い、面白い等）

スマホで強く押す、長く押す、広い範
囲をタッチすると、ポジティブの度合
いが大きくなる

210の円が大きくなる、色が変わる

文字214も
Like it→Love it→LOVE IT!!
に変化する
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ユーザの感情が動画の再生に
伴い記録されていく
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報告書が作成される
複数のユーザの平均ポジティブ感情、平均ネガティブ感情が表示される

年齢、地域、性別により分類可能

アイコンが表示され、タッチすると、その時点の動画が再生される
518は最後にポジティブであったのでハッピーエンドを示している

動画作成者はユーザの感情を把握可能

感情に応じた広告を提供することが可能
©︎河野特許事務所/日本IT特許組合 38



【ウェアラブルなセンサーの関連づけによる
装置の自動ログイン】

Google
US8928587
出願日2013年11月25日
登録日2015年1月6日

0709
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機器、センサの数が増加、複数人が利用

特定のユーザの機器に関連づける

例）タブレットとスマートウオッチ
タブレットタッチパネルでユーザのサイ
ン入力

スマートウオッチではサインのゼス
チャー

画像の動きと、加速度センサの結果とを
比較して、一致していればペアリング
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その他
グーグルグラスのカメラを起動し、
サインをカメラの前でゼスチャー

時計、その他の機器を持って
サインゼスチャー

一致すればそのユーザでのペアリング

様々な機器をユーザを特定した上で
ペアリングすることができる
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【ぬいぐるみなどを使った家庭用機器のオンオフ】

Google
US2015/0138333
出願日2012年2月28日

0710

©︎河野特許事務所/日本IT特許組合 42



ぬいぐるみには、
目の部分にカメラ、
耳の部分にマイク、
口の部分にスピーカ、
手、首にモータが組み込まれている

ユーザがぬいぐるみにアイコンタクトする

ぬいぐるみはカメラを通じてユーザを認識する

ユーザは音声により機器の制御（テレビオン）をおこなう

ぬいぐるみは音声等により確認信号出力
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ぬいぐるみは、音声入力信号を、機器制御コマンドに変換

機器制御コマンドを機器に出力

顔認識を行い、特定のユーザだけの制御を行わせることも可能

ユーザのプロファイルを登録しておく

ユーザの好みに応じて、チャンネル選択、音楽選曲可能

音声指示以外にジェスチャー指示も可能

アイコンタクトをとってから機器制御コマンドを受け付ける点がポイント
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